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㸰.その他ά動報告 

㸰㸫㸯 ➨ 3�回オープンキャンパス 

日時㸸2019�年 8�月 24�日㸦土㸧  
場所㸸㇏橋技術科学大学 

オープンキャンパスにおいて㸪未来ビークルシティの体㦂イベントを実施しました。体㦂を㏻

じ㸪子ども から大人まで幅広い世代の方に当センターの研究に㛵心を持っていただきました。

また㸪今年度は新企画としてトレジャーハンターを実施し㸪来場者にご参加いただきました。 

イベント  ໌ པ場者数 

1．ഀಊおもしろࣰݩ！
336  ໌

（಼ର験者数 289 ໌） 

2．ਕと機械の஧ཱིち技ढ़ 
109  ໌

（಼ର験者数  34 ໌） 

3．ここ，ోって安સかな？৶ݡߺえるかな？ 206  ໌

4. ！てみようݡ間データでި௪をۯ࣎
157  ໌

（಼ର験者数 76 ໌） 

5．ࣙಊૺߨऄいす 
248  ໌

（಼ର験者数 75 ໌） 
6. カーエアコンの࠹৿技ढ़
～್૮ླྀエジェクタって何？～ 

363  ໌

7. こんな৖ॶでもໃત௪৶やໃત給ుが可೵！？
336  ໌

（಼ର験者数 289 ໌） 
8. トレジャーハンター
（センターをେනするݜ究੔果෼の画଀をお็と
した৿企画のゲームです） 

144  ໌
（ୢし，完遂者） 

OPEN  

CAMPUS！ 
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㸰㸫㸰 展♧会 

 
■㇏ᶫ市大学㐃ᦠㄪᰝ◊✲㈝⿵助㔠 ◊✲成ᯝ展♧会  

 

日時㸸2019 年 4 月 22 日㸦月㸧㹼4 月 26 日㸦㔠㸧  㸨土日㝖く  
場所㸸㇏橋市役所 東㤋㸯㝵  市民ギャラリー 
 
㇏橋市大学㐃携ㄪ査研究㈝補助㔠の研究成果報告展示会において㸪当センターは㸪平成 30 年度

の研究成果について㸪ポスター展示を㏻じて市民の皆様にご紹介しました。 
 
○パネル展示 
『㇏橋未来ビークルシティ 1/10 モデル㟁化㐨㊰㟁気バスシステム』 
   㟁気・㟁子情報工学系教授 未来ビークルシティリサーチセンター㛗 大平孝 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
■イノベーション・ジャパン 2019 㹼大学ぢᮏ市㸤ビジネスマッチング㹼 

日時㸸2019 年 8 月 29 日 (木)㹼8 月 30 日 (㔠) 
場所㸸東京ビッグサイト 㟷海展示棟 B ホール 
 
 大平研究室㸪田村研研究室㸪杉木・松尾研究室がイノベーション・ジャパン 2019 に出展いたし

ました。大学組織ゾーンでは㸪未来ビークルの実現に必要な KQ 理ㄽに基づく㟁界結合方式の無

線給㟁技術㸪安全な未来シティ実現に必要な㐨㊰交㏻安全・次世代プローブ情報活用技術具体例

を交えご紹介いたしました。そして㸪大学等シーズ展示ゾーンでは㸪水中無線伝㏦システムの技

術をご紹介いたしました。 
 
〇大学組織展示ゾーン㸸大学組織展示  
『未来ビークルシティ』 
 環境にやさしく㸪安全・安心な次世代㒔市交㏻を実現する技術 
  㟁気・㟁子情報工学系  教授㸭未来ビークルシティリサーチセンター㛗 大平 孝 
  建築・㒔市システム学系 准教授                                     松尾幸二㑻 

 
〇大学等シーズ展示ゾーン㸸装置・デバイス 
 『㍍㔞で㟁力と㏻信を同時に伝える水中無線伝㏦システム』 
   㟁気・㟁子情報工学系  准教授                   田村昌也 



 

- 9 - 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
■ CEATEC 2019 

日時㸸2019 年 10 月 15 日㸦火㸧㹼10 月 18 日㸦㔠㸧 
場所㸸幕張メッセ 
 
大平 孝センター㛗の研究室が㸪CEATEC 2019 ワイヤレス㟁力伝㏦実用化コンソーシアムブー

スにおいて㸪待機中にワイヤレスで給㟁が出来るドローンを展示いたしました。 
今回での展示では㸪ワイヤレスで給㟁されたドローンの動態展示を実施し㸪ローターがすばや

く回㌿する様子を来場者の皆様にご覧いただきました。また㸪ポスター展示では㞵の日を想定

した実㦂の様子をご紹介し㸪来場者の皆様にワイヤレス㟁力伝㏦の実用化に向けた取り組みを

ご紹介いたしました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
■  2019 Microwave Workshops & Exhibition (MWE 2019) 

日時㸸2019 年 11 月 27 日㸦水㸧㹼11 月 29 日㸦㔠㸧 
場所㸸パシフィコ横浜 
 
大平 孝センター㛗の研究室が MWE2019 特別展示ブースに出展いたしました。 
 
特別展示ブースでは「ワイヤレス給㟁ドローンの幕㛤け」と㢟し㸪東京㟁力ホールディングス

株式会社㸪株式会社デンソー㸪株式会社東芝㸪東芝エネルギーシステムズ株式会社㸪京㒔大学㸪

一般㈈団法人宇宙システム㛤発利用推㐍機構と共同で出展いたしました。 
 
本研究室では㸪待機中にワイヤレスで給㟁されたドローンが小さなケース内で㣕ぶ様子を来場

展示の様子㸸田村研究室 展示の様子㸸大平研究室・松尾研究室 
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者の皆様にご覧いただきました。来場者の皆様から本研究についてたくさんの㉁問が寄せられた

ことから㸪ドローンにおける WPT 研究㛤発への㛵心の㧗さがうかがえました。 
 

㸨尚㸪この展示会へ総参加登㘓者数は 5,843 名でした。 
 

 



 

- 11 - 
 

㸰―㸱 ᩍ員の受㈹ 
 

 
㸰㸫㸲 各✀報㐨 
■᪂⪺  

 

 
 
 
 
 
 

受㈹日 受㈹者   
内容 

2019.4.22 㟁気・㟁子情報工学系 
助手 㜿㒊晋士 若手奨励㈹㸪 

一般社団法人  
㟁子情報㏻信学会無線㟁
力伝㏦研究専㛛委員会 

WPT 研究会の㏻常ㅮ演にお

いて優秀なㄽ文を発表した

33 歳未満の発表者に対する

㈹ 

 
2019.9.25 

㟁気・㟁子情報工学系 
助教 宮㊰ 祐一 活動功労㈹ 一般社団法人 㟁子情報㏻

信学会 ㏻信ソサイエティ 

ㄽ文誌の査読を㏻じて、本ソ

サイエティの活動に多大な

㈉献をした功労者に㉗られ

る㈹ 

2020.1.6 建築・㒔市システム学系 

准教授 松尾 幸二㑻  感ㅰ状 愛知県㆙察本㒊 
交㏻㒊㛗 

交㏻死亡事故抑止対策アド

バイザーとして、研究活動を

㏻じて交㏻安全に寄与した

ことが認められた。 

掲㍕日 報㐨機㛵 
㸺新聞社名㸼  内容 担当教員 

2019.9.2 日刊自動㌴新聞 11㠃 JST、NEDO の大学見本市 16 回目の㛤催 最
新研究・㛤発提案活発に 

センター㛗 
大平 孝 

2019.9.5 交㏻毎日新聞 2㠃 イノベーション・ジャパン 19 㛤催 500 ㉸の
研究㛤発や展示・発表 

センター㛗 
大平 孝 

2019.10.10 読売新聞 32㠃 苦境でもㅉめず 突き詰める人・常に冷㟼 教授 
櫻井庸司 

2019.10.10 中日新聞 28㠃 「偉い人なのに、気さく」 教授 
櫻井庸司 

2019.10.10 産経新聞 28㠃 研究仲㛫たち「感極まった」 教授 
櫻井庸司 

2019.11.13 日本経済新聞 12㠃 㐨㊰舗装で太㝧光発㟁 ミライラボ、EV給㟁
も 中日本㧗㏿などCASE対応 

センター㛗 
大平 孝 

2020.1.31 日経産業新聞 17㠃 
新技術で未来をつくれ 「眠れぬ㈨産」発㟁
に活用 㐨㊰に太㝧光パネル ㉮行 EV に無
線給㟁 

センター㛗 
大平 孝 

2020.1.31 東日新聞 3㠃 
最先端の省エネを考える 教授ら㸲人がㅮ演
㸭㇏橋技科大 未来ビークルシティリサーチ
センター第 23回シンポジウム 

特定教授 
中川勝文 
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■テレビ報㐨 

 

 
㸰㸫㸳 ラジオによる◊✲⤂介 
■FMラジオ広報「天伯之城 ギカダイ」 

 

 
㸰㸫㸴 ♫会実㦂 

 
 

報㐨日 報㐨機㛵 
㸺新聞社名㸼 内容 担当 

2019.10.10 東海テレビ 
ニュースOne お祝いコメント㸸ノーベル化学㈹ 吉㔝彰氏 教授 

櫻井庸司 

2019.10.10. CBCテレビ 
チャント㸟 お祝いコメント㸸ノーベル化学㈹ 吉㔝彰氏 教授 

櫻井庸司 

2019.10.10. メーテレ 
アップ お祝いコメント㸸ノーベル化学㈹ 吉㔝彰氏 教授 

櫻井庸司 

放㏦日 内容  

2019.5.18 ゾーン 30の価値 建築・㒔市システム学系 准教授  
松尾 幸二㑻 

担当教員 内容 詳細 

准教授  
松尾幸二㑻 

ジャパン・トゥエンティワン㈱との3
者協定による協働社会実㦂 
㸦㇏橋市㸧㸪㸦2018.4.26㹼2020.3.31㸧 

交㏻事業者㌴両に取り付けられているモービルアイ機

器から得られる各種衝突㆙報を用いて㸪潜在的事故危㝤
地点を抽出し㸪予㜵的観点における交㏻安全対策の実施
を行うための社会実㦂を実施している 



   国❧大学法人㇏橋技⾡⛉学大学 Press Release 
 

㸰㸮㸯㸷年㸶月㸶日 

 

 

 
 

㸺概せ㸼 

㇏橋技⾡⛉学大学の◊✲グループは、エアロゾル・デポジション㸦AD㸧法を⏝いてバ

インダ㸦⤖╔材㸧を⏝いず、リン化㘏㸦Sn4P3㸧/ カーボン㸦C㸧」合⭷を㔠属基板上に形

成することに成功しました。原料である Sn4P3/C⢏子が基板に⾪✺した㝿の⾪撃により変

形・固化することにより、」合⭷が形成できたと⪃えられます。カーボン」合化とリチウ

ム⬺㞳反応時の㟁圧の制御を⤌み合わせることで、充放㟁サイクル≉性が向上することを

☜ㄆしました。本成果は、次世代型㧗容㔞リチウムイオン㟁池の実⌧に㈉⊩すると⪃えら

れます。 

㸺ヲ⣽㸼 

リチウムイオン㟁池は、携帯⏝小型㟁子機器の㟁源として広く使⏝されており、最㏆で

は㟁気⮬動㌴、プラグインハイブリッド㟁気⮬動㌴、および定⨨型⵳㟁システム➼の中・

大型㟁源としての⏝㏵展㛤が加㏿しています。大容㔞な次世代型リチウムイオン㟁池の実

⌧には、容㔞の㧗い㈇極材料の㛤Ⓨが望まれます。シリコンや㘏は、リチウムとの合㔠化

反応を㏻じて、⌧⾜の㯮㖄㈇極㸦⌮ㄽ容㔞㸸372 mAh/g㸧よりもはるかに大きな⌮ㄽ容㔞を

♧すため⢭力ⓗに◊✲されています。しかしながら、合㔠化㸦充㟁㸧・⬺合㔠化㸦放㟁㸧

時の体✚変化が大きく、サイクル安定性が低いことがㄢ㢟となっています。 

リン化㘏Sn4P3㸦⌮ㄽ容㔞㸸1255 mAh/g㸧は、リチウム基準で⣙0.5 Vの㟁位で作動する

㧗容㔞合㔠⣔㈇極材料の一つです。ナノサイズ化したSn4P3をカーボン㸦C㸧と」合化する

ことで、そのサイクル安定性が向上することが既に☜ㄆされています。一⯡ⓗにリチウム

イオン㟁池の㟁極は、充放㟁を担う材料㸦活≀㉁㸧と導㟁助剤、バインダ㸦⤖╔材㸧およ

び⁐剤を混合してスラリーを作〇し、これを㔠属⟩上に塗布・乾⇱する工⛬で作〇されま

す。Sn4P3/C」合⢏子を活≀㉁とした先⾜◊✲では、サイクル安定性向上のため多㔞の導㟁

助剤・バインダを混合しており、最⤊ⓗな㟁極内での活≀㉁の充填⋡㸦㔜㔞㸧は60�70%と

なり、㟁極⥲㔜㔞あたりの容㔞値が低下するというㄢ㢟があります。 

 

㇏橋技⾡⛉学大学㟁気・㟁子情報工学⣔の✄⏣ 亮史 准教授と森㧗 冬毅 氏㸦2019年3

月博士前期ㄢ⛬修了㸧の◊✲グループは、エアロゾル・デポジション㸦AD㸧法を⏝いてバ

インダ㸦⤖╔材㸧を⏝いず、Sn4P3/C」合⭷を㔠属基板上に形成することに成功しました。

Sn4P3⢏子にカーボン材料㸦アセチレンブラック㸧を⡆便なボールミル処⌮によって」合化

し、⾪撃固化を介して導㟁助剤やバインダを加えることなく、㔠属基板上に固化させまし

た。本手法により、㟁極内での活≀㉁の充填⋡を80%以上にㄪ整しました。カーボンの」

合化および放㟁㸦⬺合㔠化㸧㟁位の制御により、充放㟁サイクル時の㟁極構㐀の変化が抑

二次㟁池⏝㔠属リン化≀㟁極のバインダレス形成と㛗寿命化 
㸫バインダレスリン化㘏・Ⅳ⣲」合⭷㟁極の㛗寿命化㸫 



 

 

制され、充放㟁サイクル安定性の㢧ⴭな向上を☜ㄆしました。⤖果として、100サイクル後

で㯮㖄㈇極の2倍に┦当する730 mAh/g、200サイクル後で500 mAh/g、400サイクル後で400 

mAh/gの可㏫容㔞を保持することができました。 

 

➹㢌ⴭ⪅の森㧗 冬毅 氏は、「成⭷条件の検ウにⱞ労しましたが、Sn4P3/C」合⭷㟁極の

サイクル安定性向上に向けた有┈な▱ぢが得られました。」合化したカーボンは、Sn4P3の

大きな体✚変化によってㄏⓎされる㟁極崩壊を抑制すると共に、㟁極内で変形・微⢏化し

た活≀㉁⢏子㛫の㟁気伝導パスを担っていると⪃えます」とㄝ明しています。 

また、指導教員である✄⏣ 亮史 准教授は、「㟁極⥲㔞あたりの容㔞値を㧗める上で本

プロセスは有効な手段であり、」合⭷の作〇に使⏝するSn4P3/C」合⢏子のサイズやカーボ

ンの✀㢮・㔞のㄪ整によって更なる性⬟改善が㐩成可⬟と⪃えています。㟁極の厚⭷化と

併せて、更なる性⬟改善に向けた検ウを㐍めています」と、㏙べています。 

 

本◊✲の成果は、次世代型㧗容㔞リチウムイオン㟁池の実⌧に㈉⊩するものと⪃えます。

また、Sn4P3はリチウムのみならず㈨源ⓗ制⣙の少ないナトリウムについても合㔠化・⬺合

㔠化反応を♧すため、リチウムイオン㟁池よりも低コスト化が可⬟なナトリウムイオン㟁

池⏝㟁極への応⏝も期待できます。 

 

ファンディングエージェンシー㸸 

本◊✲の一㒊は日本学⾡振⯆会㸦JSPS㸧⛉学◊✲㈝助成事業㸦ㄢ㢟␒号16K06218および

16KK0127㸧の支援の下で実施されたものです。 

 

 

図㸯㸸 

Sn4P3/C」合⢏子㸦上㸧およびAD法で作〇したSn4P3/C」合⭷⾲㠃㸦下㸧の㉮査㟁子㢧微㙾

像㸬各ほ測域でのSn, PおよびCのマッピング⤖果を併せて♧す。 



 

 

 
図㸰㸸 

Sn4P3⭷およびSn4P3/C」合⭷の充放㟁サイクル≉性の比㍑㸦左㸪セル㟁圧⠊囲㸸0�2.5 V㸧㸬

1サイクル㸦中㸧および100サイクル後㸦右㸧の㉮査㟁子㢧微㙾像を併せて♧す。 

 

 

 

 

図㸱㸸 

セル㟁圧⠊囲を変化させて測定したSn4P3/C」合⭷の㛗期充放㟁サイクル≉性㸦左㸧㸬 

0�0.75 V 㸦中㸧および0�1.25 V㸦右㸧での㛗期サイクルヨ㦂後のSn4P3/C」合⭷⾲㠃の㉮

査㟁子㢧微㙾像を併せて♧す。 

 

 

 

 

本件に㛵する㐃⤡先 

広報担当㸸⥲務ㄢ広報係 前⏣・㧗柳 TEL:0532-44-6506 


